現在までに発表されているクフ王のピラミッドのセケドの決めた方
以下に、クフ王のピラミッド（ギザの大ピラミッド）でセケド（傾斜勾配）がどのように決められたと考えられているかを、最新の研究や古代エジプト数学の資料に基づいて整理して説明します。
🏺 クフ王のピラミッドのセケドはどう決められたのか？
1. セケドとは何か
セケド（seked）は、高さ1キュービット（肘尺）に対する水平後退量（パーム数）で表す、古代エジプト独自の勾配の単位です。 これはリンド数学パピルスやモスクワ数学パピルスに記録されており、ピラミッド設計に使われたことが確実にわかっています。
2. クフ王のピラミッドのセケド
クフ王のピラミッドの勾配角は約 51.84°。 これはセケドで表すと 5½ パーム（= 5 palms + 2 digits） に相当します。
つまり、 高さ 1 キュービット上がるごとに、水平に 5½ パーム後退する という設計です。
3. では、そのセケドはどう決められたのか？
研究者の間では、次の3つの説が有力です。
説1：数学的にセケドを先に決めた（伝統的説）
リンド数学パピルスには、ピラミッドの勾配をセケドで計算する問題が複数あり、 「まずセケドを決め、それに基づいて高さと底辺を決める」 という手順が示されています。
このため、 クフ王の建築家も、まずセケド（5½）を選び、それに合わせて底辺長を決めた という説が主流です。
説2：底辺長と高さの比から逆算した（幾何学的・象徴的説）
一部の研究者は、クフ王のピラミッドの底辺長が 高さを半径とした円の円周の 1/4 に近い ことに注目しています。
· 高さ：280キュービット
· 底辺：440キュービット
· 440 ≈ 280 × π / 2
この比率から自然に勾配が決まり、 結果としてセケドが 5½ になった という考え方です。
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説3：段数（100段）を基準にしたモジュール設計説
近年の研究では、真正ピラミッドの設計が 高さ100段・底辺100段の整数モジュール で構成されていた可能性が指摘されています。
この場合、
· 高さの基本単位（1高）
· 底辺の基本単位（1辺） を整数比で決めることで、 自然にセケドが決まる
· 段数を整数比で決めることで、 自然にセケドが決まる という設計方法です。
クフ王の場合、
· 高さ：93⅓段
· 底辺：93⅓段 となり、これもセケド 5½ に一致します
· 現代の学術的な結論は次のようにまとめられます。

4. 結論：セケドは「先に決めた」か「比率から決まった」か？
現代の学術的な結論は次のようにまとめられます。
✔ 古代エジプトの数学文書（リンド・モスクワパピルス）から
→ セケドを先に決める設計法が存在したことは確実。
✔ クフ王のピラミッドの実測値から
→ セケド 5½ が非常に精密に実現されている。
✔ ただし、底辺長と高さの比率に象徴的意味（円周率との関係）を見出す説もある。

🧩 最も妥当な推定
クフ王の建築家は、伝統的なセケド計算法を用いて「5½」を選び、 そのセケドに基づいて底辺長と高さを決めた。
これが現在の主流説です。
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